












26年度以降,Er:YAGレー ザ ー装置が導入 され
ている。今回,附 属病 院におけるEr:YAGレー
ザー装置の使用状況 を知 る目的で,① 使用 目的,




使用 した症例において,使 用 目的,診 断名,照 射
条件(出 力,注 水の有無,照 射時間),使用チ ッ
プ別に詳細に調べ,そ の傾向を分析 した。
【結　果】調査期間中にEr:YAGレー ザー装置






Per病名が17%,次いでC病 名,口 内炎,小 帯
付着異常,象 牙質知覚過敏症の順であった。照射
条 件 に お いて 出 力別 で は10pps　30mJ,10pps
50mJの出力条件が全体の約6割を占めた。注水
の有無 と使用時間では,約6割が注水な しで使用
され,1分 以内に治療 が終了 していた。使用チッ
プ別ではCタ イプが41%と最も多く,Rタ イプ,






が限 られていること,ま た以前より使用 している
エアタービンやマイクロモーターのほうが使用 者








　 これ らの結果か ら本学附属病院でのEr:YAG
レーザー装置の使用はそれぞれの症例 に適 した条






ナーの開催,ま た器材等の充実などが必要 と考 え
られる。
